
6年間育てた息子は他人の子だった。出生時に病院で取

り違えられた二組の親たちと子どもが抱く苦悩や葛藤を描

く。監督は是枝裕和。

エリート建築家の野々宮家と粗野だが暖かい斉木家。生

活環境が全く違う二組の夫婦。 血縁か６年間の時間の絆

か、現実と向き合い究極の選択を迫られる。 野々宮は仕事

に追われ見えていなかった日常を知り、人として親として大

きく変って行く。
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手描きの看板が醸し出す

この映画、オススメします☆

視聴覚センターでは、古い映画館の写真を募集していま

す。お持ちの方がいればご協力をお願い申し上げます。

参考：時事通信社編『映画年鑑』別冊,時事通信社,1960, 国立国会

図書館デジタルコレクション

この写真は、昭和3４年12月に撮影された映画館「日立

第一映画劇場」です。

日立第一映画劇場は、現在の日立市鹿島町1丁目地

内、市民会館通りと元鉱山電車軌道が交わる角地にあり

ました。木造平屋建て、収容人数は327人と記録されてい

ます。

写真の映画「男が命を賭ける時」は、石原裕次郎と芦

川いずみが主演のアクション映画です。昭和34年12月

27日公開となっていますので、公開直後の写真と思われ

ます。手描き看板が昭和を醸し出しています。

昭和3４年には、日立市内で史上最多の12の映画館が

あり、最盛期でした。鹿島町内には、日立第一映画劇場、

日立セントラル映画劇場、相賀館、日立松竹映画劇場、日

立キネマ映画劇場、日立東映映画劇場の６つもの映画館

がありました。

茨城県内では１２３館があり、その中で日立市が最も多

く、全国では7,401館ありました。 日立第一映画劇場 昭和３４年１２月 渡辺元氏撮影 郷土博物館所蔵

昭和
100年

ひたちシネマ (毎月第１・３日曜日)

1月11・18日(日)
①10:00-11:45
②14:00-15:45

「そして父になる」
（2013年・121分）日本

出演：福山雅治 尾野真千子

2月8・22日(日)
①10:00-11:52
②14:00-15:52

「アルジャーノンに花束を」
（2006年・95分）フランス・スイス

出演：ジュリアン・ホワスリエエレーヌ・ド・フジュロル

3月8・22日(日)
①10:00-11:37
②14:00-15:37

「BALLAD -名もなき恋のうた‐」
（2009年・132分） 日本

主演：草彅剛 新垣結衣

キッズシアター (毎月第2・4土曜日)

1月10・24日(土)
①10:00-12:00
②14:00-16:00

なかよしおばけシリーズ
「おばけのキャンプ旅行」

（7話収録・49分・リピート上映）

2月14・28日(土)
①10:00-11:40
②14:00-15:40

忍たま乱太郎の宇宙大冒険
「太陽系の段・月の段」

（２話収録・50分・２回上映）

3月14・28日(土)
①10:00-12:00
②14:00-16:00

おじゃる丸
「マロのゆかいな世界」
（１２話収録・93分・リピート上映）

入場無料
先着30名

昭和の映画館

「おかしもち」を合言葉に、 地震が起きた時に、どのよう

に命を守る行動をとればよいか、子どもたちに大人気のは

なかっぱと仲間たちといっしょに学ぶことができます。

DVD教材紹介 （防災アニメ）

『そして父になる』 主演：福山雅治、尾野真千子ほか
公開：2013年 時間：1２1分

はなかっぱのぼうさいくんれん

『おかしもち』でいのちをまもろう

時間：１４分
対象：幼児・小学生低学年

(幼稚園、保育園、小学校)
番号：1201311

「お」 さない
「か」 けない
「し」 ゃべらない
「も」 どらない
「ち」 かずかない


